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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

国総研DXデータセンターの
役割及び機能について

国土交通省 大臣官房技術調査課

課長補佐 榮西 巨朗

発表内容

1. DXデータセンターの概要

2. DXデータセンターを活用したデータ監理
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〇BIM/CIM等の3次元データを一元的に保管し、受発注者が測量・調査・設計・施工・維持管理の事業
プロセスや災害対応等で円滑に共有するためのシステムとして「DXデータセンター」を構築

〇3次元データを取り扱うソフトウェアを搭載することにより、受発注者がBIM/CIM等の3次元データの閲覧、
作成、編集等を遠隔で行うことが可能

DXデータセンターの概要

作業領域
（国土交通省職員・民間事業者等が

クラウド的に利用）

VDIサーバー＋ソフトウェア

民間事業者等
（民間事業者等保有ソフトウェア利用）

アーカイブストレージ
（3次元データの保管）

民間事業者等
（DXデータセンター内ソフトウェア利用）

民間事業者等
端末

国土交通省
職員端末国土交通省職員

（DXデータセンター内ソフトウェア利用）

3次元データ

インターネット

国土交通省
内部LAN

DXデータセンター

ダウンロード
アップロード

DXデータセンター
内部で作業

BIM/CIM

道路MMS
点群データ

河川3D
管内図

ソフトウェア

その他のデータ・・・

VDIサーバー

民間事業者等
端末

インターネット

DXデータセンター
内部で作業

・3次元データの閲覧
（無償ソフトウェア利用）
・3次元データの閲覧・作成・編集・分析・加工・統合等
（有償ソフトウェア利用）

・3次元データの閲覧
（無償ソフトウェア利用）
・3次元データの閲覧・作成・編集・
分析・加工・統合等
（有償ソフトウェア利用）

・3次元データの閲覧
（無償ソフトウェア利用）

・3次元データの閲覧・作成・編集・分析・
加工・統合等
・施工管理情報・点検情報等の貼付
・測量・調査・設計・施工・維持管理・災
害対応等での3次元データの共有、等
（有償ソフトウェア利用）

3次元データ

BIM/CIM

点群
データ

2

システム構成

データ共有サーバー

メイン
ストレージ

VDIサーバー

ユーザ・アクセス
管理サーバー

データ共有サーバー

VDIサーバー

ミラー
ストレージ

検索用サーバー

BIM/CIM
アーカイブ

BIM/CIM
以外のデータ BIM/CIM

アーカイブ
（コピー）

WEB会議用サーバー

発注者 受注者

F/W
インターネット

DMZ

DX-LAN
(100Gbps)

道路局（MMS）
※試行

水局（3D管内図）
※試行

バックアップ

無償ソフトウェア
有償ソフトウェア

無償ソフトウェア
有償ソフトウェア

発注者
作業領域

受注者
作業領域
（工期中）
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VDIサーバを用いた３Dデータ表示の特徴

スタンドアローン

クラウドサーバ

VDIサーバ（DXデータセンター）

演算処理機能

ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

記録装置

ｿﾌﾄｳｪｱ

〇端末にデータを保管
〇端末の処理装置・ソフトウェアでデータを処理
〇端末間のデータの共有にはメールや電子記憶媒体を使用

クラウド 記録装置

演算処理機能

ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

記録装置

ｿﾌﾄｳｪｱ
メール
電子記憶
媒体

端末 端末

〇クラウドにデータを保管
〇端末の処理装置・ソフトウェアでデータを処理
〇クラウドのデータをダウンロード・アップロードして共有

演算処理機能

ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ ｿﾌﾄｳｪｱ

演算処理機能

ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ ｿﾌﾄｳｪｱ

端末 端末
ダウンロード・アップロード

VDIサーバ

記録装置

ｿﾌﾄｳｪｱ

演算処理機能

DXデータセンター

〇DXデータセンターにデータを保管
〇DXデータセンターの処理装置・ソフトウェアでデータを
処理（端末はインターフェース機能のみ）
〇DXデータセンターにデータを蓄積して共有

ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

端末

キー
入力

画面
映像

ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

端末

キー
入力

画面
映像

〇端末が低スペックでも利用可能
〇端末にソフトウェアのインストールが不要
〇通常のネット回線でもデータの共有が容易

スタンドアローン クラウドサーバ VDIサーバ

サーバ機能 （無し） ｻｰﾊﾞ側でﾃﾞｰﾀ保管 ｻｰﾊﾞ側でﾃﾞｰﾀ保管
端末がﾘﾓｰﾄ操作するｻｰﾊﾞがﾃﾞｰﾀ処理

サーバー

端末

端末機能 端末がﾃﾞｰﾀを保管、端末の処理
装置・ｿﾌﾄｳｪｱでﾃﾞｰﾀ処理

ﾃﾞｰﾀをDLして、端末の処理装置・ｿﾌﾄｳｪｱで
ﾃﾞｰﾀ処理、作業後にデータをUL

端末からVDIｻｰﾊﾞをﾘﾓｰﾄ操作してﾃﾞｰﾀ処
理（端末はｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ機能のみ）

比較 ×データ共有が困難
×高スペックの端末が必要
×端末毎にソフトウェアが必要

〇ﾃﾞｰﾀの共有が容易

×BIM/CIMﾃﾞｰﾀをダウンロードするための大
容量通信が必要
×高スペックの端末が必要
×端末毎にソフトウェアが必要
×サーバ構築・運営・管理コストがかかる

〇データの共有が容易
〇通常のネット回線で使用可能
〇端末が低スペックでも利用可能
〇端末側のソフトウェア不要

×サーバ構築・運営・管理コストがかかる

演算処理機能
ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

記録装置

演算処理機能
記録装置

ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ
演算処理機能

ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

記録装置

キー入力

画面映像使用時に
ﾃﾞｰﾀをDL

作業後に
ﾃﾞｰﾀをUL

ｿﾌﾄｳｪｱ ｿﾌﾄｳｪｱ

ｿﾌﾄｳｪｱ

5
※VDI：Virtual Desktop Infrastructure（仮想デスクトップ基盤）の略。遠隔でコンピュータの画面を操作する技術の一つ。

データ処理はVDIサーバが担い、端末はキー入力と画面表示のみを担う技術。

（参考）VDIサーバの機能
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フォルダ構成

F/W

BIM/CIM アーカイブ

○○地整

・・・

発注者 受注者

所定のフォルダ（所属する事務所等）に書き込み

A事務所

B事務所

・・・

発注者 作業領域

BIM/CIM アーカイブ（コピー）

受注者 作業領域（工期中）

○○地整

・・・
A事務所

B事務所

・・・

○○地整

・・・

所定の作業フォルダに書き込み

A事務所

B事務所

・・・

○○地整

・・・
A事務所 ○○工事 △△業務

B事務所 ○○工事 △△業務

・・・

全てのデータを閲覧

発注者の承認を得たBIM/CIM、フォルダを閲覧

メインストレージ ミラーストレージ

○発注者は、全てのデータを閲覧可能であり、メインストレージの所定のフォルダに書き込み可能（赤枠部）

○受注者は、ミラーストレージの作業領域の担当業務・工事の作業フォルダに書き込み可能、アーカイブの
BIM/CIM及び作業領域のフォルダのうち、発注者の承認を得たものを閲覧可能（青枠部）

6

受注者作業領域のフォルダ構成

〇〇地整

××地整

〇〇事務所

・・・・・

業務・工事プロジェクト管理事務所内共用

〇〇事務所〇〇事務所

データ受渡し 〇〇拡幅

・・・・・

A業務 B業務 C業務

Y工事 ・・・・

受注者作業領域

X工事

〇〇BPマ
ネ業務

〇〇ＢＰ関連 〇〇拡幅関連

〇〇ＢＰ

××災害

利用者向けフォルダ
（サポート情報等）

〇〇拡幅
マネ業務

Z工事

・全利用者のデータ
受け渡しに活用
・必要に応じ、PWを
設定

・発注者が、プロジェクト管理のためにプロ
ジェクト単位でフォルダを手動で作成
・マネジメント業務の受注者が、発注者
に代わり管理
・プロジェクトに関連する業務・工事の受
注者が、発注者への申請・承認を経て
書き込み／閲覧可能

・契約時に業務・工事単位でフォ
ルダを自動的に作成
・業務・工事の受注者のみが、書
き込み可能
・関連する業務・工事の受注者
が、発注者への申請・承認を経
て閲覧可能

閲覧参考資料

・発注者から全利用者
向けの通知や資料等を
配布するために活用
・発注者が書き込み、全
利用者が閲覧可能 7
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受注者作業領域の利用の流れ

業務・工事
契約成立

発注者 受注者DXデータセンター

受注者情報入力

業務・工事フォルダ
自動作成

IDと仮PW
自動作成

メール受信
PW設定

メール自動送信

業務・工事
履行

業務・工事
完了

承認／非承認
判断

承認処理

業務・工事フォルダ
利用開始

業務・工事フォルダ
利用

共用フォルダ
関連する業務・工事フォルダ
プロジェクト管理フォルダ

利用申請

権限付与

プロジェクト管理フォルダ
手動作成

閲覧／利用

権限申請

必要に応じて 必要に応じて

過去のBIM/CIM成果品
閲覧申請

IDと業務・工事
フォルダ削除申請

IDと業務・工事
フォルダ削除

8

BIM/CIMを共有したWEB会議

〇全ての参加者が、BIM/CIMの操作（移動、回転、拡大・縮小等）を行うことが可能

〇全ての参加者が、BIM/CIMのモデルに、コメント付与、ファイル添付、ポリライン作図を行うことが可能

各参加者がBIM/CIMを自ら操作し、
見たい／見せたい部分を表示／共有

BIM/CIMのモデルへのコメント付与、
ファイル添付、ポリライン作図の例

プレゼンター 参加者

プレゼンターの画面の例

参加者の画面の例

9
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令和3年度 令和4年度
令和5年度
以降

検索・表示・ダウンロード・WEB会議機能

本省、国総研、関東・中部・
近畿・九州地整（技術事務
所等）からの接続

インターネットを介した外部からの接続

他の地整、事務所等からの接続

過去のBIM/CIM成果品の保管

BIM/CIMへの属性情報の貼り付け支援システムの検討

実証実験

（必要に応じ）容量拡大

整備状況・予定

10

発表内容

1. DXデータセンターの概要

2. DXデータセンターを活用したデータ監理

11
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〇〇道路予備設計
道路予備設計（Ｂ）
ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ型IC予備設計

道路予備設計（Ｂ）
立体交差点検討

道路予備設計（Ｂ）
ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ型IC予備設計

〇〇地質調査 水文調査（周辺地下水への影響
等調査）・地質リスク調査

水文調査・地質リスク調査 水文調査・地質リスク調査

〇〇道路修正設計 道路予備修正設計（Ｂ） 道路予備修正設計（Ｂ） 道路予備修正設計（Ｂ）

〇〇道路詳細設計 道路詳細設計（Ａ）
道路詳細設計（A）
補強土壁詳細設計

道路詳細設計（A）
補強土壁詳細設計

〇〇道路詳細設計 補強土壁詳細設計 補強土壁修正設計（一部） 補強土壁詳細設計（一部）

〇〇道路修正設計
道路詳細設計（A）の修正（一部）
補強土壁修正設計（一部）

道路詳細設計（A）の修正（一部）
補強土壁詳細設計（一部）

〇〇道路計画設計 橋梁予備設計 橋梁予備設計

〇〇道路測量設計
道路詳細設計（Ａ）の修正（一部）
土工進捗に伴う地質リスク見直し

プロジェクトごとのデータマネジメントの実態
～設計・施工に係る成果の連携における課題～

12

1年目

2年目

3年目

4年目

5年目

事業区間が３工区にわたる道路事業の
典型的な設計業務の実施状況を想定 Ⅲ工区Ⅱ工区Ⅰ工区

道路事業の例（イメージ）

〇多くの設計業務等が実施され、部分的に修正設計が実施される場合がある。
〇成果品は実施工区毎ではなく、実施対象全体がまとめて一式納品される。
→各工区の最新情報の把握のためには、関係する成果品を全て確認する必要がある。

※下線の業務成果がそれぞれ部分的に「最新」の設計内容を含有。

電子成果品のデータ監理に係る課題

○事業監理（プロジェクトマネジメント）を実施する中で、設計対象物の経緯や背景を踏まえた過去の検討状況を
把握することが重要。（関係機関との協議の経緯及びその結果の設計の見直し状況など。）

○現状の電子成果品は「経緯や背景」（議事録等）とデータ（図面）についてそれぞれ業務別に保管。
○人事異動等により、最新の成果の検索に時間を要し、時に手戻りも発生。
⇒特定の地区・区間等に関して、設計履歴（経緯や背景も含む）や関連する電子成果品が参照できる仕組みに
よる情報共有により、時間短縮、手戻りの防止を期待。

13
△△業務・○○工事受注者

職員、事業促進PPP、
BIM/CIM監理業務受注者

発注者
（職員）

特定の地区や範囲を選択するこ
とにより関連する検討状況や電
子成果品を参照

状況報告・データ提供

並行して進行中の業務
の状況も同時に更新

後工程業務・工事の
受注者、施工者

望ましいシステムのイメージ：

設計中・施工中、常にデータ
は更新され、職員や業務・工
事受注者はその情報を地図
上から参照可能

登録・更新

登録・更新

登録・更新

過去の図面やBIM/CIMデータを時系列に蓄積
（下記はイメージ）

13
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受発注者間のデータ活用（プロジェクトデータマネジメント）

●共有サーバー●書庫・個別サーバー

・・・・・

例）３DGIS共有閲覧システム
GISデータ共有・閲覧システム
VR/ARゴーグル表示システム 等

必要な情報にワンクリックでアクセス

職員スキル向上
事業促進PPPへのBIM/CIM監理支援機能付加
技術提案・交渉方式等の改善・普及

民間開発ツールの充実

個々の業務・工事成果品に分散
貸与・納品に要する作業が繁雑

14

現状 2～3年後

設計・工事

懸案事項
懸案１

懸案２
懸案３

河川

○○小学校 ○○自治会

交差点、
警察

交差点、県

〇〇遺跡
〇〇地区

〇〇地区

〇〇地区

上部工

対応済

ベース地図

対応中

水路、土
地改良区

下部工

地質・地形

工事用道路

舗装

関係機関協議

用地・埋蔵文化財

利活用状況をフォローアップし、
表示方法・内容、利活用体制等を改善

〇〇調査業務

〇〇予備設計業務

□□準備工事

〇〇橋梁上部工事

〇〇舗装工事

〇〇準備工事

〇〇用地補償業務

業務・工事成果品例

〇〇測量業務

〇〇詳細設計業務

〇〇概略設計業務 〇〇橋梁下部工事

〇〇土工工事

懸案事項
関係機関協議
用地・埋蔵文化財
設計・工事
地質・地形 等

・・・・・

○ 電子納品された成果品データのうち、事業監理に必要なデータをＤＸデータセンターに蓄積し、受発注者間で共
有・活用する。

DXデータセンターを活用したデータ監理のイメージ

15

○ 検討状況管理台帳（仮称）の更新は、職員もしくは事業促進PPP等の委託業者を活用し、随時実施する。
○ 設計、施工のデータ（3次元データ等）を検討状況管理台帳に紐付けすることにより、設計施工の関連付け
が実施され、それが保存されていくことにより維持管理段階への活用も期待。

事業促進PPP、
PM業務、

BIM/CIM監理業務等

GISシステム

DXデータ
センタ

DMZ領域

職員

電子納品保管
管理システム

情報共有（ＡＳＰ）

受注者

成果品

検討状況
データ

必要に応じ検討項目を追加し、
検討状況台帳を登録

DXデータセンタのDMZ領域か
ら検討状況台帳を受領

随
時
更
新

ＡＳＰより成果品を
オンライン納品

検討状況管理台帳と
成果品を紐づけ

検討状況管理台帳はシステム化
各情報は該当座標のピンに登録

必要なデータを
自動コピー

成果品の個々に
属性情報が付与
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DXデータセンターを活用したデータ監理のイメージ（簡易版）

16

○ 成果品の中から必要なデータをDXデータセンターの作業領域に保存。
○ 工区毎（任意に設定）に検討状況を整理し、データを参照可能にする。

GISシステム

DXデータ
センタ

DMZ領域

職員

電子納品保管
管理システム

情報共有（ＡＳＰ）

受注者

必要に応じ検討項目を追加し、
検討状況台帳を登録

DXデータセンタのDMZ領域か
ら検討状況台帳を受領

随
時
更
新

ＡＳＰより成果品を
オンライン納品

工区毎の検討状況管理台帳
（表計算ソフト等）

事業促進PPP、
PM業務、

BIM/CIM監理業務等

成果品

検討状況
データ

検討状況管理台帳と
成果品を紐づけ

必要なデータを
手動でコピー

Ａ工区

Ｂ工区Ｃ工区

事業名：○○事業

工区名：A工区

＜検討状況＞

検討項目 業務名 検討概要 参考資料

交差点 ○○業務 〇〇を実施 成果品リンク情報

付帯道路 △△業務 ▼▼を実施 成果品リンク情報

補強土 ○○工事 ××を実施 成果品リンク情報

・・・

＜申し送り事項＞

申し送り事項 業務名 対応状況 参考資料

○○に課題がある ○○業務 次工程へ申し送り 成果品リンク情報

△△業務 ××にて対応 成果品リンク情報

△△を今後検討 ○○業務 次工程へ申し送り 成果品リンク情報

△△業務 ××にて対応不要 成果品リンク情報

××の調整 ○○業務 次工程へ申し送り 成果品リンク情報

○○工事 ■■で対応 成果品リンク情報

＜関係機関協議状況＞

機関名 主な協議事項 業務名 協議結果 参考資料

○○○市 交差点協議 ○○業務 ○○対策追加 成果品リンク情報

△△業務 △△対策追加 成果品リンク情報

○○県 交差点協議 ○○業務 ××対策追加 成果品リンク情報

排水・流末協議 △△業務 □□対策追加 成果品リンク情報

○○県警 交差点協議 ○○業務 ○○対策追加 成果品リンク情報

・・・

検討状況一覧

検討状況管理台帳（仮称）について

17構造物や対象案件毎の状況を一元化し取りまとめるツールを用意（当面は工区毎に整理）

○ 工区やエリアごとに、設計、申し送り、関係機関協議などの監理項目を設定し、完・未完を管理するとともに
位置情報や時系列も分かるよう行・列の追加を可能とする。

○ 電子成果品へのリンク設定は事業促進ＰＰＰ業務受注者等で実施。

業務の進行状況に応
じて検討項目を追加

前工程からの申し送り
事項を確認

前工程の関係機関と
の協議状況を確認

区分け単位は事業内
容に応じて各々設定

Ａ工区

Ｂ工区

Ｃ工区
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事業監理におけるBIM/CIM活用（統合モデル）の例

＜背景＞
⚫ 橋台整備に伴う付替道路工事の実施にあたり、近接する市道付替工事や山地の掘削工事など、複数工事の
設計を各課が別々に行っていた。また、当該箇所は2次元図面上では地形が把握しづらい段丘地形であった。

＜活用方法＞
⚫ 国道402号付替等の3つの道路モデルを新たに組み込み、施工手順や工事間の影響を確認した。
＜効果＞
⚫ 各課担当者の観点で見た結果、住民の生活路及び土砂運搬路の課題を発見し、事前に解決策を検討できた。

課題発見・確認・実行のためのモデル
（統合モデルに関係する道路モデルを組み込んだもの）

＜A課の観点＞
・近隣住民の生活路への影響の有無
・山地部掘削土砂の運搬への影響有無

＜ B課の観点＞
・国道付替工事による周辺施設への影響の有無
・第二床固改築工事への影響の有無

国道付替施工時に近隣住民の生活路
が確保できないことを発見。
⇒先に Y 地区付替道路の完成が必要

移転未了家屋への電力線が運搬路掘削
時に支障となる。
⇒運搬ルートの見直しが必要

B課の観点で確認

A課の観点で確認

（A課設計）

（A課設計）

（B課設計）

（B課設計）

A課の観点①
（隣接住民の生活への影響）

A課の観点①
（掘削土砂運搬への影響）

18

統合モデルを発注者内、又は関係する受発注者間で確認し、
課題発見・確認・実行に関する協議を実施

DXデータセンターを活用したデータ監理の運用例

〇〇地整

××地整

〇〇事務所

・・・・・

業務・工事プロジェクト管理事務所内共用

〇〇事務所〇〇事務所

データ受渡し 〇〇拡幅

・・・・・

A業務 B業務 C業務

Y工事 ・・・・

受注者作業領域

X工事

〇〇BPマ
ネ業務

〇〇ＢＰ関連 〇〇拡幅関連

〇〇ＢＰ

××災害

利用者向けフォルダ
（サポート情報等）

〇〇拡幅
マネ業務

Z工事閲覧参考資料

職員（又は事業促進PPP等の委託業者）が、検討状況
管理台帳（仮称）を保管・随時更新、台帳と電子成果品
のリンク付け、当該電子成果品の格納（当面）を実施

プロジェクトに関係する業務・工事の受注者は、
・いつでも検討状況管理台帳を確認し、履歴や今後必要な
検討等を速やかに漏れなく把握可能
・必要な電子成果品に速やかにアクセス可能

19

職員（又はBIM/CIM監理業務等の委託業者）が、統合
モデルの保管・更新を実施

※（フォルダの使用期間は発注者が任意に設定可能）

※（契約完了後、フォルダ削除）

・主に発注者と個別の業務・工事
受注者のデータ共有等に使用


